

























指導的役割を果たした、烏丸光広・三条西実条・中院通村 三者について、和歌御会へ 出詠・添削批評・古今伝受 古典講釈・家集編纂・歌風・紀行・同時代の評価などについて考究し、後水尾天皇初期歌壇の実相 明らかにしている。全体の構成・章立てを掲げよう。
序章 　　近世堂上歌壇の幕開け









































































































師となり添削指導を行った いわゆる『万治御点』に集った歌人達、道晃法親王・飛鳥井雅章・日野弘資・烏丸資慶・中院通茂らについても今後探究が進むことを期待 つつ筆 擱きた 。
（二〇一〇年九月 　おうふう 　Ａ５判 　五一七頁 　税別一三〇〇〇円）
